




かなければいけないと思います。そもそも

この施設（スポーツ医・科学研究所）の創

設目的はそこにあったわけです。

また大事なことは、患部の治療で終わる

だけでなく、いろいろな事例について、先

ほど挙げた原因に分けてきちんとしたデー

タにして残していくということです。時間

的問題を考え、この場合はこの項目をチェ

ックすればよいという簡便にできる方法を

まとめていくことも現場のことを考えると

重要なことです。

いろいろな意味でランニングとランニン

グ障害を研究することは、大きな広がりが

期待されます。若い人にぜひ挑戦していた

だきたいと思っています。
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（財）スポーツ医・科学研究所では、横江先

生の話にあったとおり、「ランナーズサポ

ート」として、ランナーズ特診がスタート

している。ここでは、同研究所の理学療法

士として、ランニング障害に対応されてい

る岡戸理学療法士に、ランナーに対してど

のような考え方、見方で対応をしているの

か、実例を挙げて解説していただくととも

に、ランナーズサポートについても紹介し

ていただいた。ランニング障害への対応の

あり方として参考にしていただきたい。

陸上競技・長距離選手の
外傷発生状況
当研究所を受診された陸上競技・長距離

選手の外傷発生状況をまとめたものが表１

です。当研究所開設の1988年6月から

2007年5月までの19年間で、陸上競技・

長距離選手の外傷は全部で1408件です。

受診者全体の約5％になります。

下肢外傷の中ではシンスプリントが発生

件数としてはもっとも多く、以下、足底腱

膜炎、アキレス腱炎・周囲炎と続きます。

足部で言えば、足底腱膜炎のほかに母趾種

子骨障害と外反母趾、有痛性外脛骨障害が

多くみられます。疲労骨折は脛骨がもっと

も多く、足部では中足骨や舟状骨に多く発

生しています。

発生件数だけで言うと腰痛症がもっとも

多く、118件でした。ここに挙がっていな

2ランニング障害への対応の実際
――詳細な測定、分析と対応、ランナーズサポートについて

「走る足」の問題
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